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問１ 3 主に外国の文献を参考に作成され、オリーブの栽培・
加工などが記載されている 問１８ 3 令和4（2022）年は19件の届出が受理された 問３５ 3 着果率は低下する

問２ 2 大正8（1919）年の開園当時の名称は「シマムラオリー
ブ園」であった 問１９ 1 届け出はされているが、受理された事例はまだない 問３６ 3 含有率は増加しない

問３ 3 宮内省大膳頭の福羽逸人子爵の来島を請い、栽培や
加工について指導を受けた

テキスト11,14 問２０ 1 オリーブ農場としては全国で初めてASIAGAP認証を取
得した 問３７ 1 剪定は新芽が生長をはじめる2月下旬～3月上旬が適

期とされている

問４ 3 お手まきされたオリーブのうちの一本は、現在の小豆
島オリーブ公園に移植され立派に成長している テキスト26 問２１ 2 田園調布にあるアトリエには、小豆島から持ち帰ったオ

リーブの苗木が今も植栽されている 問３８ 4 苦土石灰を土壌に混ぜて弱アルカリ性とする

問５ 2 昭和41（1966）年農林省指定オリーブ試験を廃止 テキスト16 問２２ 3 景品表示法第31条の規定による 問３９ 1 他の農薬は、有機ＪＡＳでの使用が認められている

問６ 1
②チリ
③フランス
④イタリア

問２３ 1 届出ではなく、営業許可が必要である 問４０ 4 梢枯病を対象とした登録農薬である

問７ 4 カヨンヌはオイル用品種である
テキスト79-
81

問２４ 2 全国13自治体が一堂に会し、国産オリーブの魅力を高
め、世界に発信していく活動に取り組むことを宣言した 問４１ 2 5品すべてが小豆島産

問８ 4 フラントイオはオイル用品種で、収量が安定して多い優
良品種 問２５ 4

平成30（2018）年、香川県オリーブオイル官能評価パネ
ルがインターナショナル・オリーブ・カウンシルの公式パ
ネルに認定され、以降5年連続で認定を受けている

問４２ 3 昨年の最高点より2点増加した

問９ 2 品種により、大小、形態、葉色、毛茸の多少などの差
異がある テキスト77 問２６ 2 タイプＡ（基礎検査）での認証を受けた 問４３ 2 令和5（2023）年2月時点で45か国が加盟している

問１０ 3 フランシスコ会がミッション（布教所）でオリーブを栽培し
ていたなかで、見出された品種 問２７ 4

香川農試から静岡農試に転任し、花王石鹸勤務後、再
び香川に戻り香川農専（後の香川大学農学部）でオ
リーブの研究を行い、香川大学を昭和33（1958）年に定
年退官

テキスト15 問４４ 3
Knowledge Sourcing Intelligence発行のオリーブオイル
の世界市場予測（2022年～2027年）においての調査結
果である

問１１ 3
①、④明治40（1907）年導入
②大正5（1916）年導入
③昭和7（1932）年導入

問２８ 2 オリーブ百年祭の記念事業のうちの一つとして実施さ
れた テキスト23 問４５ 2 前年比0.7%増の431億円となった

問１２ 4 アザパはチリ原産である 問２９ 3 農薬取締法第九条第二項の規定に基づき、有機塩素
系農薬の販売の禁止が定められている テキスト18 問４６ ② エキストラバージンオリーブオイル（小豆島産セントキャ

サリン種）

問１３ 1 47.9haで、全国の9.5％の栽培面積を占めている 問３０ 2 ビタミンEを含んでいる 問４７ ① 精製オリーブオイル

問１４ 3 栽培面積、収穫量ともに香川県が全国第1位である 問３１ 2 広義のバージン・オリーブオイルに区分されており、そ
のままでは食用に適さない テキスト87 問４８ ⑤ エキストラバージンオリーブオイル（小豆島産ミッション

種）

問１５ 3 2,351,965千円で、輸入国3位である 問３２ 4 一般的に油１ｇは、約9Ｋｃａｌでオイルの比重は約0.91 問４９ ④ オリーブオイル（某大手メーカー販売スペイン産）

問１６ 4 前年比1％増となった 問３３ 2 オリーブぶり、オリーブハマチに続き、平成30（2018）年
にオリーブマダイがブランド化された 問５０ ③ エキストラバージンオリーブオイル（小豆島産ルッカ種）

問１７ 1 1,392,470ｔで、世界1位である 問３４ 2 できるだけ幹に近い箇所で枝を直角に切る
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